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1.はじめに

著者の一人､石井 猛は､長年､環境化学(大気汚

染間諾､水質汚濁問題､騒音問題､土壌汚染問題並

びに腿薬問題等)を研究し､世界各国でその成架を研

究発表して来ているO そしてその時､諸外liIの人々

は､日本は有名な公富の国ですねと言う会話を耳に

します｡そして又､新 しい放射能汚染問題が台預即

ち今年 3月11日に､ソ連のチェルノ7■ィに続く､ま

れに見る東北 ･福島地方の原子力発電所の重大事故

を引き起こしている｡実に残念な過去にない重大な

汚染桐題である｡著者の石井 猛は､公害と環境化

学についていつでも対応出来る対処方法について実

際に応用できる研究方法を目的として研究して来て

いる｡

先の第一報では､遠赤外線による生物生体に対す

るミコ7式 ･環境療法の研究､さらに第二報では､

I.E横波による生物生体に対する ･ミコ7式 ･環境療

法について一般の概要等について報告したものであ

る｡

今回は､第_-_邦でも少し述べたように､一.は磁波に

よる生物生体の影鞘を､岡本やす子氏の研究報告に

よれば､温泉利用方法により''''d横波が除去できる研

究方法 :即ち温泉に入浴すると体全体の機能が調整

され､自律神経系､内分泌系､免疫系のバランスを

整え､働きを活性化させる事実が解明されて来たと

報告されている｡そこで､第三報では著者等は以前

より温泉の有効利用方法について研究し成功してい

るので､それらの関係から今回はその詳細について

報告する｡

昔から､温泉は薬として一般に効果があると言わ

れている｡著者らの遠い祖先は､有史以来から温泉

を浴びて､もろもろの病を癒 してきたと言われてい

る｡その他､各地の多くの温泉､鉱泉或いは自然の

泉は病気の療磐に､いろいろな効能のあることが語

りつがれ､逝き伝えられいる｡世界の温泉､特にヨ

ーロッパなどでは病気を温泉で治療する有名な温泉

がいくつもある｡

また､日本は世界一の温泉所有国で､すぼらしい

歴史を持った温泉が約2万6000カ所もある｡そして､

2000年以上も昔から経験的に利用されてきている

温泉には､大変興味ある未知の研究テーマが数々あ

るので､著者らもこういったすぼらしい温泉を､環

境化学と言う全く新 しい立場から研究している者の

一人である｡

以上のような背蜜から､r岡山の温泉1について研

究し､r岡山の温泉jという単行本を執筆し､出版し
た｡さらに､r世界の温泉｣】をも出版 した｡
以上の研究成果から得られた事実を､著者等はミ

コ7式 ･環境療法の立場としての対策として､その

詳細を報告する.

2.温泉の定義

広辞苑によれば､岳◆温Ik』とは地熱のために平均気
温以上に熱せられてわき出る泉｡多少の鉱物質を含

み､浴用､または飲用として医療効果を有する｡硫

黄泉､食塩､炭酸泉､鉄泉などがある｡わが同の温

泉法では､地中から湧出する温泉､鉱水および水蒸
気その他のガスで､摂氏 25度以上を有するか､また

は潜存物質を1kg中規定正以上含有するものを温泉
といっている｡

わが国では､昭和 23年 7月 10日に 曹̀温泉法』が

公布され､その中の第一章､第二串にrこの法化で｢温

泉｣とは､地中から湧出する温水､鉱水および水蒸気

その他のガス(炭化水素を碩生物とする天然ガスを

除く)で､別表(表 1)に掲げる混度又は物質を有する

ものをいう』と定義されている｡

また､温泉の泉質の分相については､1957年に厚
生省厚生労働省によって公布されているが､すなわ

ち化学的分類として､表 2に示す 11種蟻の泉質が分

類されているO

この他の分類方法としては､泉温による分類､pH
による分類､医学的分類等が見られるが､それぞれ

の項目を列挙 してみると､表3のようになる0

3.日本の温泉の歴史

3.1 r日本書記Jr出雲国風土記Jr枕草子Jに
みられる温泉

温泉が揚または出湯と呼ばれ､わが国において入

浴にももちいられたのは古い時代からで口碑､伝説､

実録､旧記などに残されている｡

例えば､r日本哲記j節明記に天皇が摂津国(兵韓
県)有馬温泉に行幸 したことや､r試しに近江国の盆
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表 1 温泉の定発
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長2 泉質の分類(ClassiBcation ofhotspl･ingsby
chemicalcomposition)
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Ⅷ Fy‖ZんkiAllln叫lluP 3b100mgnLg

Ⅸ 能書史SuLphul.SpnngS >2mg化g
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(畔/I_省,1957)

須郡の霊泉を飲服 ましめたまふJという文に鉱泉

が霊泉として古き残されている｡

r出雲国風土記』の忌郡の神戸の項に ｢川の辺に
出雲あり老男女が集まり市をなす｣とあり､ここに

浴すれば万の病のことごとく治療するので神の湯と

称したとある｡また､湯野の小川の川辺に葉の湯と

いうのがあり､｢この湯に浴すれば身体やわらぎ万病

に効能があるので､昼夜をわかたす人々が群集する｣

(地質講査Ifr,19752')

衷3 温泉の分類方法
Ik11による//1頬

lrnk

2.1顎7.li水

3.温良
4.市温水

授遥圧による分相
LlJt･JLihi
2.等頗災
3.前傾LI
pHによ7JJI頼
1.･J'iii酔｢′1火

2.位†l火

3,弱酸ヤIL1
4■llfl火
5一弱7ルカリ火
67タレJJリ災

7仙アルカリ火

医′';'rM/I頒

1.Hネ:IjLの徽 ■い'JLの洩,痔u)港,Jl笠u)揚,咋えのl臥 熱の嵐
塩のTa,技の枕 (三㌧V)乳 酸が渦.I)､軌 綿の描
2アメリカ:Ti川二礼 卜利札 .ljlJ酸LL.11H'火災.利胆丸 収赦*.
･ノ別l火

3.ドイツ二リウマチ火.カタル-A,腎梓hi.心臓丸 脱脂Li,繰入
1111止

(第 16回温災鮮曾管埋IIJf推全テキスト,1976より)

とある｡

涌少納言は r枕草子』に､湯は七久里の湯､有馬

の湯､玉造の湯と書いてある｡また､伊予の道後､

熊野の矛要､摂津の有馬などは､聖徳太子や聖武天

皇､鮮明天皇の行幸をもってよく知られ､奈良朝か

ら平安期にかけては､そのほかにかなりの数の温泉

が一般に知られていたようである｡
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3.2 遊歴僧による温泉の発見

当時温泉のすべてが薬師信仰に連なるものか､あ

るいは医斜索病の神である多くに大国主命､少名彦

命をJl-''巳ってその霊験をもっていたことも知られ､温

泉の発見者は神仏に仕える者の名を結びつけられて

いることが多い.なかでも､行基菩薩は日本国q｣を

遊歴しておられ､日本温泉の発見の歴史によく出て

くる名僧である｡行基は奈良時代の名僧として知ら

れていたが､社会事業に熱心で､各地に温泉を発見

し宿泊所を設け､道場を建てて人々に法を説いたほ

か､新 しい船着場を造ったり､あるいは橋をかけて

旅人に便利をはかったり､池を築き港耽用水路を闘

いたりしてJr"A民や貧困に苦 しんだ人の為に尽くした

ので､彼を r行儀菩薩Jと尊称しているOこの菩薩

は､渋温泉､草津温泉､山中温泉､山代温泉､吾奈

温泉､蓮台温泉､東山温泉などの数多くの温泉を発

見している∩更にこの他に､図 1に示されるような

r行儀審薩Jの手によるものと伝えられる日本地図

をも作成している｡現在の日本地図と比較すると､

この時代のものとしては非常に良く出来ていると感

心されるものである｡ここで､日本の地質調査所が

の湯で知られている湯郷鷲温泉であろう｡猟師のわ

なにでもかかって逃げ出してきたのか､傷ついた黒

いきゃしゃな足を癒している鷺の絵が大切に残され

ているOそのときの名残の溝の絵が今日でも尚､こ

の温泉に伝えられている(写真 1)｡

また岡山県内で鷺に由来のある温泉は揚郷温泉だ

けでなく､御津郡加茂川町の小森温良､上房郡賀陽
町 :鴇の巣温泉は揚郷温泉と同じく簿の鵜である｡

鴛が入浴しているのを発見して､人々がそれぞれの

温泉を利用したことが言い伝えられている｡

湯原温泉は､遠く一条天皇の時代に猟師が大蛇を

撃ち､その後､EH二矢傷を負った大蛇が川原に出る

湯で傷を癒 していたのを里人が見つけたといわれて

いる｡さらに岡山県内では､悪純の限りをつくす鬼

が負傷して傷を癒 したという由来のある温泉が非常

に多いO蓄(lGfi:Ft彦命が備中の新LLJに城を構え､身長 1
丈4尺(約 4.2m)に及ぶ鬼神 ･温経を退治する話の中

に出てくる物語である｡温羅が願ついてもすぐ治し

てきて抵抗するので不思議に思って調布してみると

温泉で傷を癒していたというのである｡これらの言

い伝えのある各温泉は､まずその名の示すごとく､

世界の塩見と生休作用
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図 1 行恭菩薩の作と伝えられる日本地図(日本古地図大成,鎌倉期)

1957年にわが国の温泉分布について調査 したもの
を図2に示 してみよう.国中の･印は25℃以上のもの

を示し､｡印は25℃以下のものをそれぞれ示す｡

その他､弘法法師は修薯寺温泉､温海温泉､法師

温泉､迫智上人は城崎温泉､役の行者は竃神温泉､

円仁法師は揚郷温泉､重源上人は湯迫温泉､性空上

人は湯原温泉､法道上人は有福温泉､裸形上人は赤

倉温泉､知由は湯田中温泉などを発見している｡中

でも､行儀菩薩とか弘法大師の称で広く知られる空

海､一遍上人は鉄輪温泉を発見し出湯の効用を数え､

らい病(ハンセン病)を治療した高僧である｡いずれの

高僧も今も尚､崇められている｡

3.3 温泉発見の由来を語る伝説
現在､著者らの住む岡山県内においても､こうい

った伝説をもつ温泉が多く､その代表的なものは鴬

禦
</
聖
国
々

4
t
ペ

小田郡美星町にある鬼ケ獄温泉を筆硯に､岡山市足

守の浮旧温泉､浅口郡金光町の遥照山温泉などがあ

る｡これらの伝承とは逆に､吉備津彦命が鬼退治を

する際に負傷したO吉備津 )5･命の家来の負傷者が入

浴させて効能があったと言い伝えられる温泉もある

上房郡賀陽町にある月の原温泉と溝の巣温泉である

(写其2､写真 3)0

温泉発見の由来を語る伝説で全国に広く分布 して

いるのは､鳥獣によって人間に知らされたというも

のが非常に多い｡それらを列挙してみると､表 4の

ようである｡また露天風呂として有名な温泉を相撲

の番付表になぞって r露天風呂番付表Jを図 3に示
す｡

3.4 子宝の湯

湯郷温泉の湯は､`̀子宝の湯'.とも別名言われてい
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図2 日本温泉地図分布図
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写其 1 湯郷 ･鷺温泉に残されている架の捻

るところから､不妊症の女性にも大変人気があり､

多くの女性に利用されている｡"子宝の揚…にまつわ

る話は数多くある｡"子宝の揚"と言われている温泉

は全国で約20ヶ所存在し､その中には "子宝の湯'-
と呼ばれる宿に男っぷりのよい若い元気な番頒さん

ばかり集めて女中さんは置かないということで､そ

れが り子宝の湯''につながるのではないかという温

泉かあるそうである｡また伊豆には "子供欲しけり

や､吉名-おいで､お湯の力で千ができる"と､ひ

と昔前に吉野川のほとりで静かなtJfL行をみせたコマ
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写真2鷲の巣温泉の由来

写真 3 鷲の巣温泉の泉源風景
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表4 鳥獣の名のついた 温 良
北海道 粧名′T.jL駒,軌の渦.聴部..鴨場 .概 の減
作 在 人窮.47'!倉‥[引‖I.柏7'J'坂
苫 丁 机がEf.,染宿
秋 川 男催.鰐汎 象潟.確の港.輝の湯 ,鳩 の湯
川 )FZ 軌の脇.IL壬析 岳
福 島 描Ih.TJ･.馬i臥 兎u)I人1..'&倉.l'L鶏
耶 馬 頂が',;;,聴iJ(,桝聴iJt.鳩の似.甥 が 胤 ['II兜u)港
:X 城 碇の揚,鳩or)港
yJ-1 木 部公

埼 L. 唖の湯.鳩or)港
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-シャルソングの一説で有名な吉名温泉があり､こ

の温泉は徳川家嫌の側室お万も幾度か､この書名の
湯に滞在して､家康と愛を語らい､紀州の頼宣､水

戸の楯房の二人を授かったということが古い記掛 二

残されており､特に女性客の多いi,VL泉で大変人気の
ある温泉である｡

3.5 美人湯の由来

美人湯として有名な温泉が日本にはたくさんある

その温泉は岡山県内の奥津温泉であり､奥津の温泉

には多鼠の諸物質が含まれているが､同時に微最の

ヒ素が含まれ､この微量のヒ素が人の肌を締澱にす

るのだと言われている｡その湯は化粧水にも似た肌

触 りから､俗に美人湯の名称がある｡この美人で有

名な､しかも′｣､倉百人一首および歌仙の一人に数え

られ､歌聖とあがめられた小野小町に由来する小町

温泉がある｡その昔､/｣､野小町が肌にできものを痛

み､病を治しながら余生を送った所ということで､

この近郷近在の人々が小野小町にあやかり美肌にな

ることを願って､また皮席の病を癒そうとして賑わ

った温泉である｡

なお､日本の温泉表示マークであるが､この温泉

マークは図4に示すような長い歴史の結果､明治33

年に完成した｡しかし､昭和51年 7月に新しい大然

温泉表示マーク(写真 4)が国民に愛され､親しまれる

天然温泉のシンボルとして誕生した｡

図3 罷天風E',番付表(岡山県/･igj原温泉 2003)

江戸時代 (伊有保の韻.有年の絹)

江戸時代 (鶏小屋を表現)

明治 14年内務省地凍局i,ltjI作成
俗71より鵠大が立ちのはっている有様を表現

△ 明治 18年地平ZI_t所作成(r王A)

△ ′J (冷泉)

凶 JI (tヱ良俗AB)

甘 明削 8年 〝 (,iA)

出 明削 9年 (順 手柳 本抑
これか現在まで使用されていた原型

凸 明治24年に改正

巷 明治33年に完成

図4 温泉表示マークの歴史(日本)

天 然IiJI瀧 徽
BJ民に脅され.親しまれる天然塩泉のシンボルとして.

1976年 7月にJk生L/I.

写真4 新しい天然温泉表示マーク
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4.温泉の有効利用の研究
日本は､世界に誇れる温泉王国であるにもかかわ

らず温泉を科学的に ･化学的に研究しようとする研

究者は非常に少なく､特に環境化学からみた研究は

ほとんどなされていない状態である｡r温泉講説』の
江戸時代の宇Et川l楊庵とか ドイツの学者 :ベルツぐ

らいで詳細は研究されていない ｡温泉水には地球が

約46億年前に出来た非常に興味ある図5に示す元素
が含有されている｡これらの各元素が科学的､化学

的､医療効果を示すものと考察される｡
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図 5 世界の温泉分布(冷鉱泉を除 く)(湯原浩三,
1970)
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近年､世界で研究報告されている大変興味ある研

究者 :GeoL.ge博士によれば､現在､人は図6､図7
に示 した人体に有害な物質をたくさん蓄柑している

ことを発表している｡

筆者等は､これらの環境汚染物質を如何に除去し､

長寿に結びつく生活が出来るかを真剣に研究してい

る｡これが温泉の有効利用の研究であろうと考察し

研究を続けた｡
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5.岡山の温泉についての分析解析

5.1 岡山の温泉のICP発光分析装置による元素
分析

岡山のA温泉水を使用した｡実験装置として､ノ

ーベル化学謀を授茄した田中耕一氏が勤務 している

島津製作所製の島津シーケンシャル製プラズマ発光

分析裳TTLRICp-7000を使用して分析を行った｡この

'u∧sTDT凶I tk 3L3.101I 甘 】潤"8人ぬ◆2P
sJ'/,:SI.…1 P ZLコ870l S l90_0ー9K66.一9L二二

Tl 】177獣】- ⊥-.L.ll 'L川 V ーll.【汀ICu L}1.7～一 CT 287Tt十 一丁二1}91J一日トlc!599dcD._725.6lEi- 唇
1
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･LI■ 一55_一加l LI lO8_87T.C< Jlコ.T丘S… 8ー1N‥ 作 中､-1,｢~一丁一一
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図8 温泉の走性分析図

ICP発光分析装置は､光源に高周波誘導結合プラス
マを利用する発光分光分析法であり､アークやスパ

ークを光源とする発光分光分析と本質的に同じであ

る｡発光分光分析とは､温泉水試料に電気的､熱的

エネルギーを与えることにより発光を放射された光

を分光'lf.rにより元素特有のスペクトル線に分けて､

そのスペクトル線の有無と強度を測定することによ

り､A温泉試料水に含まれるの71元素が同時に定性

分析並びに定五分析が出来るという利点がある｡披

検体として､岡山県内の ｢A 温泉水｣を使用したO

この温泉の定性分析図を図 7に､定量分析図を図 8

にそれぞれ示すCまた､それぞれ71元素の定立分析

結果を表5に示した｡

5.2 岡山の温泉を使用してのマウスの作用効果

5.2.1 マウスの運助推力および筋肉-の効果

著者の一人 .石井 猛は､公害 ･環境分析環境汚

染の立場から生物生体マウスを使用して､種々の研

究すなわち慣行JI!法 1.農薬農法､無農薬Jti法自然農
法などの研究､また水処理の研究､上水道､中水道､

下水道の研究をしている｡約30年前､この岡山実験

動物研究会が発足 し､発足当時よりの会員となり､

研究言･r論会にも参加している.この同研究会にも､

マウスを使用しての自然JT<法米を投与しての研究､

史にマウスを使用 しての水､還元水の研究などにつ

いて度々拒告 したことがあるO

今回は､環境分析の立場から温泉と生体の関連性

について検討 したので､その一例を報告する｡写真5
は､マウスの運動能力の一つとして温泉中水泳方

法を行ったものであるが､特に､先のICP発光分析
装置で分析したところのA温泉水中では､席くこと

なかれ予想した以上に非常に長く90分もの水泳を
続けた｡人間の水泳記録はオリンピックなどで競争

されて､世界新記事鋤 く次々と発表されているが､こ

れらのマウスに関しての記録はまったく発表がなく､

ギネスブックにも出ていない｡著者の研究室だけの

実験ではなかろうか?

同様な実験方法として､筋力の測定の一つとして､

ぶらさがり方法を実験 したが､その様子を写真 6に

示す｡

この場合もA温泉水中で泳がせたマウスが簾も長く､

図9 温泉の定義分析図
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表5 それぞれ71元素の定量結果
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写真5 温泉中でのマウスの水泳方法

写真6 ぶちさがり方法

t i 二 _-"----

写真 7 マウス毛並みの美 しさ

60分近くぶらさがりが続いた｡この実験結果も､ど

こにも報告されていない研究成果である｡

この実験は周知のごとく､非常に時間がかかるた

めに､実験測定者が疲れるために､まったく新 しい

独自に考えた記録式回転方法についても検討したが

上記の実験と同様にA温泉水中で泳がせたマウスは

殆ど休むことなく運動する好結果が得られた｡

5.2.2 マウスの毛並みへの効果

A温泉水中で泳がせたマウスの毛並みを見るため
に､背ブの毛を採取 し､'FtL子錐微鏡で観察したとこ

ろ､毒よ絹臣が長く細かい繊維状をしていることが見ら

れた｡写真に示すように､毛並みが大変美しく､ま

た目の色もよりいっそう澄んだ赤色となったのが確

認された｡

以上に使用 したマウスの成長性については現在も
尚実験中であるので､詳細は次l郎二報告する予定で
ある｡

6.今後の積討課題

近年､著者等の身の回りには､実に様々な汚染問

題 :すなわち環境汚染問題､電磁波間越､放射線汚

塊rlJは頁などが台頭 してきている｡

Ill在､エコ環境という観点から､健康､長寿が日

本国挙げて叫ばれているが､今まで著者等が詳細に

研究した成果を発表 してきたように､温泉の有効利

別)i法は､今の有効利用は未だ研究されていないよ

うであるので､更にこれを機会に研究を進めている｡

更に､著者の一人の石井は加計学園･岡山理科大学 ･

玉野総合医療専門学校で生物理学を教授 しているO

この生物理学の講義は全国に看護学校は500放校と

数多くあるが､石井が講義 しているのは当玉野総合

医療専門学校のみである｡上述の温泉を有効に利用

する目的と視覚について著者等は日本及び世界で最

初の試みである r温泉療法師Jを計画中の今日この

頃であるO
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